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陸上輸送・物流小特集並びに
循環型社会を構築する環境技術

小特集の発刊に際して

高 岡 　 力
Tsutomu Takaoka

巻　　頭　　言

取締役常務執行役員
機械・鉄構事業本部長

　陸上輸送・物流小特集並びに循環型社会を構

築する環境技術小特集を発刊するに当たり，一

言ご挨拶申し上げます．

　当社は，輸送，環境・社会，発電及び各種の

産業基盤分野向けのプラント，システムの供給

と各種機械の製造を主要な事業領域としており

ますが，輸送分野では陸・海・空さらには宇宙

まで，発電及び環境・社会分野では原動機を始

めとするエネルギー産業などの上流分野から各

種リサイクルなどの下流分野までを世界で最も

幅広くカバーする会社です．これらの幅広い事

業分野に共通する最大の課題は，地球温暖化防

止を始めとする環境の保全であり，そのために

は先端技術や IT技術などを融合した技術の高

度化，先進化が必要です．すなわち，BRICs

から開発途上国の経済成長が続き，産業・社会

が拡大する中で，我が国が有する技術の蓄積を

活かして世界の環境・社会問題に貢献していく

ことが求められています．

　今回は，地球環境への貢献，技術の高度化，

先進化をキーワードとして，当社の事業分野の

中で，社会生活への密着度の高い陸上輸送・物

流と，循環型社会を構築する環境技術を特集し

ました．

　豊かな社会生活を支える陸上輸送及び物流技

術については，環境と人に優しい製品を集め，

ゴムタイヤ式の省エネ型新交通システムを始め

とする各種の鉄道技術，自動車用の次世代料金

収受装置，港湾物流に活躍する省人型運搬機，

高度な IT技術を搭載した各種のフォークリフ

ト及び屋内物流車両，さらにはハイブリッドト

ラック用サーボモータなどの先端技術を紹介し

ます．

　また，循環型社会の構築を実現する環境技術

では，地球温暖化対策への提案として，温暖化

ガスである CO2の回収技術，石炭火力発電所

向けに適用される大規模な排煙脱硫装置，バイ

オマス技術などの潮流，製品化について紹介し

ていますが，これら環境技術は，世界スタンダー

ドとなりうるものと考えます．

　三菱重工業は，総力を挙げて社会生活の向上

と地球環境保全へ挑みます．本特集で，その企

業姿勢を感じていただければ幸いです．


